
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 関門航路潮流概要図（西流最強時頃：電光表示Ｗ１０を想定） 
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関門航路第 35号灯浮標付近：西南西流 
信号所表示流速値の 2割程度 
最強時及び転流時は信号所表示の 17分遅れ 

関門航路第 29号灯浮標付近：南南西流 

信号所表示流速の 5割程度 

最強時及び転流時は信号所表示の    
4分遅れ。 

関門航路第 22号灯浮標付近：西流 
信号所表示流速の 2割程度 
最強時は及び転流時は信号所表示の 3分遅れ 

関門航路第 12号灯浮標付近：北北西流 
信号所表示流速の 2割程度 
最強時及び転流時は信号所表示の 20分遅れ 

反時計まわりの反流が出現する。 
流速は、大潮期において 0.5ノット 
に達することもある。 

反時計まわりの反流が出現する。 
流速は、大潮期において 0.7 ノットに
達することもある。 

時計まわりの還流が出現する。 
流速は、大潮期において 0.5ノット
に達することもある。 

図中のベクトル表記は信号所表示を 
基準(10ノット)にした流速を示す。 

北九州側より下関側 
の方の流速が速い 
航路外は反流が出現する 

下関側より北九州側 
の方の流速が速い 

信号所表示が 10 の時 
8 ノットの流速 

北九州側より下関
側の流速が速い 

長期定点観測点 

数昼夜定点観測点 

潮流信号所 

（早鞆瀬戸の潮流表示 10 ノット） 
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早鞆信号所（早鞆瀬戸の管制信号） 
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